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曽
我
神
社
例
祭
で
傘
焼
神
事

九
頭
龍
神
社
新
宮
例
祭

九頭龍神社新宮例祭（４月２９日）

　

六
月
十
三
日
午
前
十
時
よ
り
芦
ノ
湖

湖
心
の
汀
に
鎮
座
す
る
九
頭
龍
神
社
本

宮
で
例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
も
一
一
〇
〇
余
名
の
皆
様
と
共

に
、
九
頭
龍
大
神
の
平
素
の
御
神
徳
に

感
謝
し
て
変
わ
ら
ぬ
御
加
護
を
祈
願

し
、
続
い
て
湖
上
安
全
と
、
御
祈
祷
申

込
み
の
方
一
人
ひ
と
り
の
所
願
成
就
が

祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
宮
司
が
九
頭
龍
大
神
に
感
謝

の
心
を
捧
げ
て
米
・
酒
・
ス
ル
メ
・
卵

を
九
度
に
分
け
て
湖
水
に
献
じ
る
湖
水

神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
十
一

時
に
弁
財
天
社
例
祭
、
十
一
時
半
に
白

龍
神
社
例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
出
仕　

浅
原　

幹
）

四
月
二
十
九
日
、
昭
和
祭
に
続
い
て

午
前
十
時
よ
り
、
境
内
社
の
九
頭
龍
神

社
新
宮
の
例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

新
宮
の
例
祭
は
、
六
月
十
三
日
の
九

頭
龍
神
社
本
宮
例
祭
、
七
月
三
十
一
日

の
湖
水
祭
と
共
に
九
頭
龍
大
神
の
重
要

な
祭
り
で
あ
り
、
当
日
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
大
勢
の
参
列
者
と
共
に
九
頭
龍
大

神
に
平
素
の
感
謝
の
心
を
捧
げ
皇
室
国

家
の
安
泰
と
氏
子
崇
敬
者
を
始
め
て
全

国
民
の
安
寧
を
祈
願
し
て
盛
大
裡
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
権
禰
宜　

伊
藤 

政
好
）

九頭龍神社本宮例祭（６月１３日）

九
頭
龍
神
社
本
宮
例
祭

１

　
　

頻
発
す
る
震
災
や 

多
発
す
る
台
風
が
齎
す
集
中
豪
雨
や
急
襲
発
生
す
る
局
地
的
大
雨
な
ど 

季
節
を
選
ば
ぬ
地
殻
変
動
や
天
候
の
乱
れ
に
よ
る
数
多
の
被
災
地
の
健
全
着
実
な
る
復
興
と

　
　

被
災
さ
れ 

そ
の
復
興
に
日
々
頑
張
り
続
け
て
お
ら
れ
る
皆
様
方
へ
の
穏
か
な
日
々
の
到
来
を
衷
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す

　

新
緑
の
五
月
二
十
八
日
、
曽
我
十
郎

祐
成
・
五
郎
時
致
兄
弟
二
柱
命
を
お
祀

り
す
る
曽
我
神
社
で
は
、
氏
子
崇
敬
者
、

居
合
道
剣
士
各
位
の
参
列
の
も
と
例
祭

が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
の
建
久
四
年(
一
一
九
三)

、

源
頼
朝
が
行
っ
た
富
士
の
巻
狩
で
、
五

月
二
十
八
日
、
曽
我
兄
弟
が
父
の
仇
を

討
ち
見
事
本
懐
を
遂
げ
ま
し
た
。

　

祭
典
で
は
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏
上
の

後
、
曽
我
兄
弟
が
討
入
り
の
夜
、
松
明

の
代
わ
り
に
傘
を
燃
や
し
て
照
明
と
し

た
故
事
に
倣
い
忌
火
で
傘
を
焼
き
あ
げ

る
「
傘か
さ
や
き焼
神
事
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
小
田
原
市
剣
道
連
盟
居
合
道

部
・
田
宮
流
教
士
七
段
の
鈴
木
健
二
氏

に
よ
る
宝
刀
拝
観
が
行
わ
れ
る
と
、
参

列
し
た
数
多
の
剣
士
達
を
代
表
し
て
、

御
神
前
奉
納
の
た
め
、
遥
々
ベ
ル
ギ
ー

王
国
か
ら
来
日
し
た
田
宮
流
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ベ
ル
ギ
ー
本
部
揚あ
げ
は
ち
ょ
う

羽
蝶
会
錬
士
六
段 

の
リ
ビ
ュ
ブ
ラ
ッ
ド
氏
に
よ
る
熱
誠
溢

れ
る
勇
壮
な
居
合
道
の
演
武
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。　
（
権
禰
宜  

春
原 

幸
夜
）

ー
曽
我
兄
弟
の
御
神
前
で
居
合
奉
納
ー

九
頭
龍
神
社
の
祭
り

曽我神社例祭で傘焼神事（５月２８日）

錬士六段ブラッド氏による居合奉納
　

天
皇
陛
下
に
は
、
本
年
一

月
五
日
御
造
営
開
始
の
祭
儀

で
あ
る
「
木こ
づ
く
り
は
じ
め
さ
い

造
始
祭
」
の
日

時
を
御ご
じ
じ
ょ
う

冶
定
に
な
ら
れ
、
祭
典

は
正し
ょ
う
ぐ
う宮
を
か
わ
き
り
に
十
四

の
別べ
つ
ぐ
う宮
に
お
い
て
次
々
と
行

わ
れ
、
そ
れ
に
先
立
つ
四
月

十
二
、十
三
日
に
は
、
御
造
営
用

材
を
神
域
に
搬
入
す
る
「
御お

木き

曳ひ
き

初ぞ
め
し
き式
」
が
、

地
元
奉
曳
団
（
旧
神
領
民
）
の
皆
様
に
よ
り

木
遣
音
頭
も
勇
ま
し
く
執
り
行
わ
れ
、
御
用

材
が
両
宮
に
曳
き
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
続
い
て
、
神
宮
御
当
局
や
地
元
奉
曳
団
の

ご
配
慮
に
よ
り
特
別
神
領
民
と
し
て
私
共
の

参
加
奉
仕
が
許
さ
れ
る
「
御お

木き

曳ひ
き

行
事
」
が

本
年
か
ら
明
年
の
五
、六
月

に
行
わ
れ
ま
す
。
私
共
が
式

年
遷
宮
行
事
に
直
接
奉
仕
が

叶
う
感
激
の
行
事
で
す
。

　

当
神
社
の
奉ほ
う
え
い
だ
ん

曳
団
は
、
去

る
六
月
四
日
に
二
見
浦
の
二
見
興お
き
た
ま玉
神
社
に

浜は
ま

参さ
ん
ぐ
う宮
し
て
心
身
を
清
め
、
翌
五
日
外げ
く
う宮
の

御
木
曳
行
事
奉
仕
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、

感
激
の
ご
奉
仕
の
後
「
次
は
令
和
十
五
年
の

御
白
石
持
行
事
の
ご
奉
仕
に
！
」
を
合
言
葉

に
喜
び
勇
ん
で
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
御
白
石
持
行
事
と
は
、
新
築
な
っ
た

御ご
し
ょ
う
で
ん

正
殿
の
周
囲
に
、
一
人
が
ひ
と
つ
ず
つ
新

し
い
白
い
石
を
敷
き
納
め
て
ゆ
く
行
事
で
、

遷せ
ん
ぎ
ょ御
直
前
の
御
正
殿
を
間
近
に
拝
す
る
事
が

出
来
る
大
感
激
の
行
事
で
す
。
是
非
ご
一
緒

に
ご
奉
仕
に
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
て
感
激
の
御
木
曳
行
事
を
修
め
ま
す

と
、
明
年
に
は
全
国
各
地
で
式
年
遷
宮
奉
賛
会

が
発
足
し
募
財
活
動
が
本
格
的
に
始
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
令
和
十
五
年
十
月
の
式
年
遷
宮
完

遂
に
向
け
て
、
赤
誠
溢
る
ゝ
奉
賛
募
財
を
共
に

お
進
め
願
い
ま
す
。

　

思
い
起
せ
ば
、
今
般
完
遂
し
た
平
成
の
御
代

か
ら
令
和
の
御
代
十
期
十
四
年
に
亘
る
当
神

社
の
奉
祝
記
念
事
業
の
進
発
は
、
前
回
の
第

六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
遷
御
の
佳
日
を
秋
に

迎
え
る
平
成
二
十
五
年
の
元
旦
に
龍
神
水
舎
が

竣
功
し
、
同
年
十
月
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷

宮
の
め
で
た
き
完
遂
を
迎
え
て
、
愈
々
当
神
社

奉
祝
記
念
事
業
の
進
発
と
な
り
ま
し
た
。

　

か
く
し
て
、
平
成
の
御
代
か
ら
令
和
の
御
代

十
期
十
四
年
に
亘

り
進
捗
し
、
令
和

八
年
六
月
二
十
二

日
の
吉
日
に
最
終

記
念
事
業
完
遂
奉

祝
祭
仝
祝
賀
会
を
恙
無
く
斎
行
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
、
私
共
祀
職
と
総
代
さ
ん
、
氏

子
・
崇
敬
者
の
皆
様
か
ら
、
設
計
施
工
全
て
の

工
事
関
係
者
の
皆
様
に
至
る
ま
で
、
記
念
事
業

に
係
わ
る
全
員
が
、
心
一
つ
に
取
組
み
進
む
姿

と
篤
き
志
と
が
、
神
々
の
御
神
慮
に
添
い
得
て

頂
け
た
、
大
き
な
御
加
護
の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。

　

皆
様
の
赤
誠
溢
る
ゝ
ご
奉
賛
と
、
ご
奉
仕
の

真
心
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
洵
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　

         

（
宮
司 

小 

澤 

修 

二
）
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ご
家
族
お
揃
い
で

　

ご
参
列
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

　

箱
根
の
夏
祭
り
に
向
け
て
献
燈
受
付
が
始

ま
り
ま
し
た
。
本
年
は
「
１
２
６
９
芦
ノ
湖

夏
ま
つ
り
ウ
ィ
ー
ク
」。
来
る
七
月
三
十
一
日

宵
宮
の
湖
水
祭
、
明
け
て

八
月
一
日
の
例
大
祭
を

中
心
と
し
て
、
一
週
間
に

亘
り
芦
ノ
湖
を
巡
っ
て

執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
一
週
間
に
亘
る

祭
典
期
間
中
、
境
内
各
所
に
箱
根
大
神
に
奉

献
す
る
提
灯
を
掲
げ
て
「
献
燈
祭
」
を
斎
行

し
献
燈
奉
納
者
各
位
の
ご
安
泰
・
ご
繁
栄
を

祈
願
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
戴
く
御
神
徳
に
感
謝
の
心
を
捧
げ
、

献
燈 

御
奉
納
の
お
願
い

　献燈に照らされて進む湖水祭の行列

よ
り
一
層
大
神
の
御
神
威
高
揚
を
願
わ
れ
る

崇
敬
厚
き
皆
様
方
に
、献
燈
の
ご
奉
納(

一
灯
・

初
穂
料
金
壱
万
円
也)

を
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

　

就
き
ま
し
て
は
、
申
込
書
に
記
入

の
上
、
社
務
所
受
付
で
お
申
し
込
み

戴
く
か
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
初
穂
料
は
振

込
で
も
結
構
で
す
。「
献
燈
申
込
書
」

は
社
務
所
に
用
意
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

お
電
話
で
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
◆
献
燈
の

お
申
込
み
は
、
七
月
十
五
日
迄
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 　
　
　
　
（
権
禰
宜  

後
藤　

彰
）

献 燈

箱
根
一
太
郎

㈱
箱
根
乃
山

湖水祭「庭上の儀」は九頭龍神
社新宮の大前で行われます。

御鳳輦に箱根大神様の御神霊を奉戴し威儀物の列
を連ねて氏子地域を巡幸致します。

例大祭では大神様に平素頂く神恩に感謝の真心をを捧げ変わらぬ御
加護を祈念します。人長の舞や箱根延年が奉納されます。

湖水祭「湖上の儀」では、御供船・楽船・お伴船が出航し、平和
の鳥居前で宮司が乗る御供船が湖心に進み湖水神事を斎行します。

　

七
月
三
十
一
日
宵
宮
の
湖
水
祭
、
八
月
一
日
御
鎮
座
一
二
六
九
年
を
奉
祝
す
る
記
念
大
祭
を
中
心
に
御
神
幸
祭
な
ど
、
一
週
間

に
亘
り
箱
根
の
夏
祭
り
「
１
２
６
９
芦
ノ
湖
夏
ま
つ
り
ウ
ィ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

箱
根
の
夏
祭
り
は
古
く
奈
良
の
時
代
か
ら
続
く
箱
根
大
神
と
九
頭
龍
大
神
へ
捧
げ
る
感
謝
と
祈
願
の
御
祭
で
す
。
ま
た
、
本
年

は
御
本
殿
に
お
い
て
「
箱
根
延
年
」
を
奉
納
い
た
し
ま
す
。
皆
様
に
は
是
非
ご
参
列
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

１
２
６
９  

芦
ノ
湖
夏
ま
つ
り
ウ
ィ
ー
ク　
　
　
　

イ
チ
ニ
ー
ロ
ク
キ
ュ
ウ

7/31

8 / 6
～

）

（

御
鎮
座
一
二
六
九
年
記
念
大
祭
の
御
案
内

湖水祭（湖上の儀）

　湖水祭（庭上の儀）

７
31

諸祭典に先立ち芦ノ湖畔の斎場
で清祓式を奉修します

御神幸祭

８２ 本年は例大祭に続いて、御本殿で箱根山・
延年の会の子供達が皆様の加齢延年を祈
念する「箱根延年」が奉納されます。

８１

祭典に先立ち修祓を行います。
例大祭

箱根延年

清祓式

奉幣祭では「振幣の儀」が行われ
御神前に幣帛が捧げられます。

（
権
禰
宜 

勝
亦 

教
之　

出
仕 

山
本 

誠
太
）

九頭龍神社本宮での鑚
き り び

火神事で採火された御神火は船で湖上を渡り、
湖尻湖畔の献火台に点火された火影を九頭龍大神に捧げます。

８６

駒形神社で鑚り出された御神火を湖上
の鳥居型献火台に点火し、火影を九頭

龍大神に捧げます。

　後宴祭

箱根芦川に鎮座する駒形神社の例祭では、
祭典に続いて子供神輿が巡幸します。

夏まつりウィーク最終日には、諸
祭典行事の恙なき奉修に感謝を捧
げる後宴祭が斎行されます。

奉幣祭　駒形神社例祭

８３

湖尻龍神祭

８４

献火台に点火

８５

　鳥居焼祭

ご
家
族
お
揃
い
で

　

ご
参
列
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

芦
ノ
湖
夏
ま
つ
り
ウ
ィ
ー
ク

１
２
６
９

七
月
三
十
一
日(

金)

　

清
祓
式　
　
　
　
　

一
四
時
〇
〇
分

　

献
燈
祭　
　
　
　
　

一
七
時
〇
〇
分

　

湖
水
祭　
　
　
　
　

一
八
時
〇
〇
分

　

湖
水
祭
花
火
大
会
（
元
箱
根
）
二
〇
時

八
月
一
日(

土)

　

例
大
祭　
　
　
　

   

一
〇
時
〇
〇
分　

 	
    

箱
根
延
年
奉
納        

十
一
時
十
五
分

　

奉
納
剣
道
大
会　
　

一
〇
時
〇
〇
分

　

神
賑
行
事

　
・箱
根
ば
や
し
奉
納（
箱
根
囃
し
保
存
会
）

　
・湯
立
獅
子
舞
（
宮
城
野
神
楽
保
存
会
）

    

・
箱
根
賛
歌
（
こ
の
は
な
桜
記
念
芸
術
文
化
振
興
会
）

　
・
呈
茶
会　
（
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
小
田
原
支
部
）

　
・
献
華
会　
　
　
　

 （
箱
根
華
道
連
盟
）

　

講
社
大
祭　
　
　
　

一
三
時
〇
〇
分

　
例
大
祭
奉
祝
花
火
大
会
（
元
箱
根
）
二
〇
時

二
日(

日)

　

御
神
幸
祭

　
　

遷
御
祭　
　
　
　
　

九
時
〇
〇
分

　
　

発
輿
祭　
　
　
　
　

九
時
一
五
分

　
　

渡　

御　
　
　
　
　

九
時
四
五
分

　
　

湖
上
渡　
　
　
　

一
〇
時
一
五
分

　
　

御
旅
所
祭　
　
　

一
一
時
〇
五
分

　
　

還
御
祭　
　
　
　

一
二
時
〇
〇
分

　
　

英
霊
感
謝
祭　
　

一
二
時
〇
〇
分

三
日(

月)

　

奉
幣
祭　
　
　
　
　
　

八
時
〇
〇
分

　

駒
形
神
社
例
祭　
　

一
〇
時
〇
〇
分

　

子
供
神
輿
渡
御

　

遷
御
発
輿
祭　
　
　

一
三
時
三
〇
分

　

還
御
祭　
　
　
　
　

一
六
時
〇
〇
分

四
日(

火)

　

朝
御
饌
祭　
　
　
　
　

六
時
〇
〇
分

　

書
道
展
表
彰
式　
　

一
四
時
〇
〇
分

　

湖
尻
龍
神
祭　
　
　

一
八
時
四
五
分

　

御
神
火
行
列
・
点
火
式

　
湖
尻
龍
神
祭
花
火
大
会
（
湖
尻
）
二
〇
時

五
日(

水)

　

朝
御
饌
祭　
　
　
　
　

六
時
〇
〇
分

　

大
神
輿
渡
御

　
　

遷
御
祭　
　
　
　
　

九
時
一
五
分

　
　

発
輿
祭　
　
　
　
　

九
時
三
〇
分

　
　

御
旅
所
祭
（
芦
之
湯
）
十
時
一
五
分

　
　

御
旅
所
祭
（
湖
尻
）
十
一
時
〇
〇
分

　
　

還
御
祭　
　
　
　
　

二
〇
時
〇
〇
分

　

鳥
居
焼
祭　
　
　
　

一
九
時
四
五
分

　

献
火
行
列
・
点
火
式

　
鳥
居
焼
ま
つ
り
花
火
大
会
（
箱
根
）
二
〇
時

六
日(

木)

　

後
宴
祭　
　
　
　
　

   

八
時
〇
〇
分

八
日
（
土
）

　

奉
納
弓
道
大
会　
　
　

九
時
〇
〇
分

献 燈

箱
根
一
太
郎

㈱
箱
根
乃
山

　

箱
根
園
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
タ

　
　
　

花
火
大
会
（
箱
根
園
）
二
〇
時

　

箱
根
園
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
タ

　
　
　

花
火
大
会
（
箱
根
園
）
二
〇
時

清祓式



箱　　　　　根令和８年７月1日 通巻３０３号箱　　　　　根通巻３０３号 令和８年７月１日

４５

　
　
　

開会の辞
総代長 川辺隆夫

責任役員 総代 代表
総代長 川 辺 隆 夫 様

奉賛者代表
小 澤 幸 市 様

設計施工代表
元請 白 岩 建 設 ㈱ 様

謝　辞
白岩建設株式会社

代表取締役 大 草 和 美 様

祝　辞
神奈川県神社庁長

石 川 正 人 様

祝　辞
箱 根 町 長

勝 俣 浩 行 様

表　彰　式

来賓 特別奉賛者による鏡開き

　 閉会の辞
総代 川口延明

舞楽「賀殿」の祝舞

宮司謝辞
箱  根  神  社

宮司　小 澤 修 二

祝杯のご発声は
箱根町観光協会 理事長

勝 俣 　 伸 様

（
権
宮
司  

中
島 

正
臣
）

（
権
禰
宜  

新
井 　

賢
）

舞楽「振鉾」

奉 祝 記 念 事 業 完 遂 奉 告 祭 （ 御 本 殿 ）

十 期 十 四 年 奉 祝 記 念 事 業 完 遂 の 碑

 

六
月
二
十
二
日
午
前
十
一
時
よ
り
、
御
本
殿
に
て
ご
来
賓
を
始
め
、
特
別
奉
賛
者
、
建
設
関
係
者
等
ご
参
列
の
も
と
十
期
十
四
年
奉
祝
記
念
事
業
完
遂
奉
告

祭
が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
記
念
碑
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
祝
賀
会
は
祭
典
に
続
い
て
、
午
後
一
時
か
ら
湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
記
念
事
業
完
遂

に
至
る
功
績
を
讃
え
、
特
別
奉
賛
者
、
氏
子
総
代
、
設
計
施
工
業
者
の
方
々
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
是
を
以
て
第
一
次
・
第
二
次
・
第
三
次
と

十
期
十
四
年
に
亘
る
奉
祝
記
念
事
業
の
す
べ
て
が
め
で
た
く
完
遂
を
迎
え
ま
し
た
。
ご
一
緒
に
お
進
み
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
衷
心
よ
り
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。　



箱　　　　　根令和８年７月1日 通巻３０３号箱　　　　　根通巻３０３号 令和８年７月１日

７ ６

　約４トンの奉曳車をひく 514 名の奉曳団 奉曳前日の浜参宮（二見興玉神社でお清め）

　奉曳車（二番車）前での結団式

外宮を目指す奉曳団の一行

神
宮
式
年
遷
宮

第 63 回神宮式年遷宮「御木曳行事」の奉曳車

第
六
十
三
回

御
木
曳
行
事
を
奉
仕
ー
箱
根
神
社
奉
曳
団
ー

六
月
五
日
、
箱
根
神
社
奉
曳
団
の
一
行
が
三
重
県
伊
勢
市
に
赴
き
、
神
宮
式
年
遷
宮
の
「
御
木
曳
行
事
」
を
奉
仕
致

し
ま
し
た
。
御
木
曳
行
事
と
は
、
御
造
営
の
御
用
材
を
宮
域
内
に
運
び
入
れ
る
行
事
で
あ
り
、
当
神
社
奉
曳
団
は
足
柄

下
郡
氏
子
総
代
会
と
共
に
特
別
神
領
民
と
し
て
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）
の
御
木
曳
（
陸お

か
び
き曳

）
に
参
加
奉
仕
致
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
半
、
奉
曳
団
の
一
行
は
、
御
用
材
を
積
ん
だ
奉
曳
車
か
ら
伸
び
る
白
い
綱
を
各
自
手
に
取
り
、
勇
壮
な

木き

遣や
り

歌
に
導
か
れ
て
宮
町
か
ら
外
宮
北
御
門
ま
で
の
約
一
キ
ロ
の
道
程
を
、
大
き
な
掛
け
声
と
共
に
奉
曳
し
ま
し
た
。

奉
曳
後
に
は
、
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）、
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
の
両
宮
で
の
御
垣
内
参
拝
を
行
い
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

    

第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮

 
 

　
　
　

諸
祭
行
事
日
程
一
覧

　

令
和
七
年

　
　

山
口
祭
（
や
ま
ぐ
ち
さ
い
）

　
　

木
本
祭
（
こ
の
も
と
さ
い
）

　
　

御
杣
始
祭
（
み
そ
ま
は
じ
め
さ
い
）

　
　

御
樋
代
木
奉
曳
式
（
み
ひ
し
ろ
ぎ
ほ
う
え
い
し
き
）

　
　

御
船
代
祭
（
み
ふ
な
し
ろ
さ
い
）

　

令
和
八
年

　
　

御
木
曳
初
式
（
お
き
ひ
き
ぞ
め
し
き
）

　
　

木
造
始
祭
（
こ
づ
く
り
は
じ
め
さ
い
）

　
　

御
木
曳
行
事
（
お
き
ひ
き
ぎ
ょ
う
じ
）

　
　
　

＊
全
国
の
特
別
神
領
民
も
参
加
で
き
ま
す

　
　

仮
御
樋
代
木
伐
採
式
（
か
り
み
ひ
し
ろ
ぎ
ば
っ
さ
い
し
き
）

　

令
和
九
年

　
　

御
木
曳
行
事
（
お
き
ひ
き
ぎ
ょ
う
じ
）

　
　
　

＊
全
国
の
特
別
神
領
民
も
参
加
で
き
ま
す

　

令
和
十
年

　
　

鎮
地
祭
（
ち
ん
ち
さ
い
）

　

令
和
十
一
年

　
　

宇
治
橋
渡
始
式
（
う
じ
ば
し
わ
た
り
は
じ
め
し
き
）

　

令
和
十
四
年

　
　

立
柱
祭
（
り
っ
ち
ゅ
う
さ
い
）

　
　

御
形
祭
（
ご
ぎ
ょ
う
さ
い
）

　
　

上
棟
祭
（
じ
ょ
う
と
う
さ
い
）

　
　

檐
付
祭
（
の
き
つ
け
さ
い
）

　
　

甍
祭
（
い
ら
か
さ
い
）

　　

令
和
十
五
年

　
　

お
白
石
持
行
事
（
お
し
ら
い
し
も
ち
ぎ
ょ
う
じ
）

　
　
　

＊
全
国
の
特
別
神
領
民
も
参
加
で
き
ま
す

　
　

御
戸
祭
（
み
と
さ
い
）

　
　

御
船
代
奉
納
式
（
み
ふ
な
し
ろ
ほ
う
の
う
し
き
）

　
　

洗
清
（
あ
ら
い
き
よ
め
）

　
　

心
御
柱
奉
建
（
し
ん
の
み
は
し
ら
ほ
う
け
ん
）

　
　

杵
築
祭
（
こ
つ
き
さ
い
）

　
　

後
鎮
祭
（
ご
ち
ん
さ
い
）

　
　

御
装
束
神
宝
読
合
（
お
ん
し
ょ
う
ぞ
く
し
ん
ぽ
う
と
く
ご
う
）

　
　

川
原
大
祓
（
か
わ
ら
お
お
は
ら
い
）

　
　

御
飾
（
お
か
ざ
り
）

　
　

遷
御
（
せ
ん
ぎ
ょ
）

　
　

大
御
饌
（
お
お
み
け
）

　
　

奉
幣
（
ほ
う
へ
い
）

　
　

古
物
渡
（
こ
も
つ
わ
た
し
）

　
　

御
神
楽
御
饌
（
み
か
ぐ
ら
み
け
）

　
　

御
神
楽
（
み
か
ぐ
ら
）

勇壮な木遣歌で奉曳出発

　奉曳車から伸びる白い綱を各自
手に取って出発を待つ奉曳団一行

大きな声援が飛びかうなか外宮宮域へ 奉曳団全員で白綱を手にとり御木曳を奉仕

外宮北御門に到着し全員で万歳三唱豊受大神宮（外宮）で御垣内参拝

「エンヤ！」の掛け声で記念撮影の箱根神社奉曳団皇大神宮（内宮）で御垣内参拝

（
権
宮
司 

柘
植 

英
満　

権
禰
宜 

土
屋 

慶
之
）

お　　
　

き　　
　

ひ　　
　

き　

ほ　
　

う　
　

え　
　

い　
　


